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北広島市の概要 
 

         

ＢＯＹＳ ＢＥ ＡＭＢＩＴＩＯＵＳ  

 北広島市は、札幌市と新千歳空港の間に広がる 

なだらかな丘陵地帯にあり、豊かに息づく緑の 

環境、ゆとりの土地空間、整備された交通網など

自然と都市機能が調和したまちです。 

 明治１７年に広島県人２５戸１０３人が集団 

移住し、開拓の鍬がおろされてから１４０年。 

道央圏のなかで宅地開発や工業団地の造成、都市

施設の整備が着実に進められ、平成８年９月に 

市制を施行しました。 

クラーク博士が『ボーイズ・ビー・アンビシャス』の名言を残したゆかりの地。 

そのフロンティア精神を受け継ぐ人々が住むこのまちは、美しい生活文化都市の創造

のため、歩み続けています。 

 

 

基本情報 
 

 人 口：５６，３２３人 （令和７年４月現在） 

 世帯数：２８，４７９世帯（令和７年４月現在） 

 面 積：１１９．０５㎢ 

 

北広島市の位置 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

交通アクセス 

 ＪＲ北広島駅から快速電車で 

札幌まで約１７分 

新千歳空港まで約２１分。 

 羽田空港から新千歳空港まで 

約１時間３０分。 

 関西空港から新千歳空港まで 

約２時間１０分。 

北海道 

北広島市 

 

丘珠空港 

新千歳空港 

江別市 

千歳市 

長沼町 

南幌町 

札幌市 

恵庭市 

北広島 
I.C. 

輪厚 
スマート

I.C. 

337 

274 36 

230 

453 

337 

支笏湖 

きたひろしま 
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 消防施設の位置 
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北広島ＩＣ 

西の里 

きたひろしま 

大 曲 

 

かみのっぽろ 

 

輪厚スマートＩＣ 

36 

輪 厚 

消防署西の里出張所・消防団第４分団 

北広島市消防本部 

消防署大曲出張所 
・消防団第３分団 

消防団第２分団 

北広島市消防署 

〒061-1132 
北進町 1 丁目 3 番地 1 
総務課 TEL 011-373-3100 
予防課 TEL 011-373-9119 
警防課 TEL 011-373-2321 

TEL 011-373-2322 

〒061-1270 
大曲 2 番地 8 
TEL 011-377-3020 

〒061-1105 
西の里東 1 丁目 4 番地 20 
TEL 011-375-3119 

輪厚中央 4 丁目 14 番地 3 

共栄町 1 丁目 1 番地 1 

消防団第１分団 
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沿　　革
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北広島消防の歴史 

私設消防時代 

明治 17 年 広島県人 25 戸 103 人が集団移住し、開拓の鍬がおろされた。 

大正 2 年 5 月 広島村初の火防組合が結成。構成員は部落２名で主として夜警等防火活動を行った。 

大正 7 年 3 月 火防組合が解散し、これに代わり私設消防組が発足。消火資器材として、トビ、布

袋等を使用したと伝えられる。 

昭和 9 年 7 月 消防組が改組され、消火機材に腕用ポンプを導入。 

昭和 10 年 4 月 寄付等で運営されていた消防組に村費より初の補助があり、新たに腕用ポンプ及び

ホース、布製タンク、布製バケツ等を購入。 

公設消防時代 

昭和 12 年 2 月 議会で広島村消防組の設置が決定され、東部地区に第１分団、西部地区に第２分団

を配置。 

昭和 12 年 4 月 消防機材置場を広島 63 番地に設置。（資金は一般寄付によるもので、建物は木造平

屋建７坪） 

昭和 14 年 4 月 戦時態勢により消防組と防護団が併合され広島村警防団を設置。団長、副団長２

名、班員 25 名、警防員 95 名、計 123 名で構成され、火防の他、灯火管制、警報を

任務とした。 

昭和 22 年 7 月 終戦により広島村警防団が解散し、新たに広島村消防団を設置。 

昭和 24 年 3 月 初の消防ポンプ自動車（三輪車）が導入され第１分団に配置。また、腕用ポンプは

第２分団に配置。第１分団の機材置場を広島郵便局前（広島 53 番地）に移転。 

昭和 24 年 10 月 第２分団の機材置場を輪厚集乳所前（輪厚 83 番地）に配置。 

昭和 25 年 8 月 水害のため第１分団の機材置場が流失。 

昭和 27 年 12 月 広島 63 番地に第１分団の総合的な消防会館が竣工し、機材置場及び管理人住宅を

併置した。 

昭和 28 年 2 月 ポンプ自動車（四輪車）を第１分団に配置し、三輪自動車は廃車。 

昭和 32 年 2 月 可搬動力ポンプを第２分団に配置。 

昭和 33 年 2 月 可搬動力ポンプを第１分団に配置。 

昭和 34 年 3 月 第２分団にポンプ運搬用の三輪自動車を配置。 

昭和 40 年 8 月 第２分団の機材置場を改築し、四輪ポンプ自動車を配置。 

昭和 43 年 1 月 大曲地区の発展に伴い第３分団を配置。 

昭和 43 年 9 月 町制施行 

昭和 44 年 10 月 江別市と消防応援協定を結んだ。 

昭和 46 年 6 月 広島町消防団が防災思想普及の功績で北海道知事より表彰。 

昭和 47 年 4 月 西の里地区の発展に伴い第４分団を配置。 

昭和 47 年 11 月 恵庭市と消防応援協定を結んだ。 

昭和 48 年 11 月 第４分団の消防会館が竣工した。 
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 近代消防時代 

昭和 49 年 4 月 町の発展に伴い広島町消防本部及び消防署が、政令による常備体制の指定に基づき

発足。人員は 15 名。 

昭和 49 年 8 月 南空知消防事務組合消防本部と消防応援協定を結んだ。 

昭和 49 年 8 月 第２分団の消防ポンプ自動車を更新。 

昭和 49 年 12 月 消防庁舎が現在の北進町１丁目に竣工した。 

昭和 50 年 8 月 消防署に救急車を配置し救急業務を開始。（車両は北海道共済連より寄贈） 

昭和 50 年 12 月 消防団が８月の大雨災害に住民の安全と復旧に尽くしたとして北海道知事表彰を受賞。 

昭和 52 年 3 月 消防署に小型動力ポンプ付水槽車（水槽容量 10ｔ）を配置。（防衛施設庁の補助） 

昭和 52 年 7 月 町内の医療施設により内科、小児科の夜間休日の当番医療体制が開始。 

昭和 52 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会のポンプ車操法部門に第１分団が出場し好成績を収めた。 

昭和 52 年 12 月 消防署にはしご付き消防ポンプ自動車（30m 級）を配置。 

昭和 53 年 9 月 第１分団のポンプ自動車を更新。（日本損害保険協会より寄付） 

昭和 54 年 8 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当町（広葉中学校）で開催。 

昭和 54 年 10 月 道央自動車道の札幌南インターチェンジと北広島インターチェンジの開通により、

第３分団詰所に職員３名と常駐救急車１台を配置。 

昭和 55 年 12 月 大曲地区の発展に伴い、消防署大曲出張所を開設（第３分団詰所併置）し、職員 11

名と水槽付ポンプ自動車、救急車、ポンプ自動車（第３分団）を再配置。 

昭和 56 年 4 月 夜間急病センターが開設（診療科目は内科、小児科）された。 

昭和 56 年 6 月 予防業務の拡充に伴い、本部に広報車を導入。 

昭和 56 年 11 月 第２分団の詰所を輪厚 36 番地に移転。 

昭和 57 年 5 月 指揮車を更新。 

昭和 57 年 9 月 無線電話の基地局を富ヶ岡（北広島リハビリセンター）から大曲（大曲出張所）に

移設。 

昭和 57 年 10 月 消防指令装置（ Ｉ 型 ）を導入。 

昭和 58 年 7 月 全道消防救助技術訓練指導会に初参加。 

昭和 58 年 7 月 消防署の救急車を更新。（日本赤十字社北海道支部広島分区から配置） 

昭和 58 年 8 月 消防無線電話装置に全国共通波を増設。（基地局は、消防本部に配置） 

昭和 59 年 1 月 大曲地区に婦人防火クラブを結成。 

昭和 59 年 5 月 広島町防火委員会を結成。 

昭和 59 年 9 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（広島大谷幼稚園） 

昭和 60 年 6 月 北海道消防協会表彰旗を受賞。（北海道大会会場千歳市） 

昭和 60 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会に第２分団が出場し好成績を収めた。 

昭和 60 年 7 月 大曲地区に幼年消防クラブを結成。（大曲大谷幼稚園） 

昭和 60 年 10 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（広島幼稚園） 

昭和 60 年 11 月 第１分団に水槽付消防ポンプ自動車を配置。 

昭和 60 年 12 月 第４分団の詰所を新築。 
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昭和 60 年 12 月 ひろしま少年消防クラブを結成。 

昭和 61 年 3 月 東部地区に婦人防火クラブを結成。 

昭和 62 年 2 月 日本消防協会より竿頭綬を受賞。 

昭和 62 年 3 月 大曲出張所の救急車を更新。（日本損害保険協会より寄贈） 

昭和 62 年 7 月 消防署の機構改革により副署長を配置。同時に副署長、出張所長が司令職となる。 

昭和 62 年 10 月 西の里地区に幼年消防クラブを結成。（西の里きらきら保育園） 

昭和 62 年 11 月 第３分団の消防ポンプ自動車を更新。 

昭和 62 年 12 月 消防署の水槽付ポンプ自動車を更新。 

昭和 63 年 5 月 広島町危険物安全協会を設立。 

昭和 63 年 10 月 第４分団のポンプ車を水槽付ポンプ自動車に更新。 

平成元年 10 月 日本防火協会より幼年消防クラブ（広島大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが寄贈された。 

平成元年 12 月 消防署の救急車を更新。（北海道共済農業協同組合連合会より寄贈） 

平成 2 年 3 月 消防署に救助工作車を配置。 

平成 2 年 10 月 消防署の気象観測装置を更新。 

平成 2 年 11 月 広報車を更新。 

平成 2 年 12 月 第２分団の消防ポンプ自動車を更新。 

平成 3 年 4 月 消防本部の機構改革により総務課、予防課を置いた。 

平成 3 年 4 月 広域消防応援協定を結んだ。（他市町村との応援協定は廃止） 

平成 4 年 2 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（天使幼稚園） 

平成 4 年 3 月 道央自動車道上り 30.4 キロ付近多重衝突事故応援出動(恵庭市管轄) 

平成 4 年 10 月 日本防火協会より幼年消防クラブ（大曲大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが寄贈された。 

平成 5 年 2 月 大型水槽車を更新。 

平成 5 年 4 月 在宅当番医の自動案内装置が導入され、運用を開始。 

平成 5 年 6 月 消防無線電話装置基地局（全国共通波）を更新。 

平成 5 年 9 月 第 11 回婦人防火全国大会（夕張市）に２婦人防火団体が出席。 

平成 5 年 12 月 西の里地区の人口増加に伴い、消防署西の里出張所を開設（第４分団詰所併設）

し、職員 10 名と水槽付ポンプ自動車を配置。 

平成 6 年 5 月 救急救命士第１号が誕生。 

平成 6 年 8 月 広域消防応援協定及び覚書の一部改正があり、８月１日から施行。 

平成 6 年 11 月 大曲出張所の救急車（４WD）を更新。（北海道共済農業協同組合連合会より寄贈） 

平成 6 年 11 月 救急車２台に患者監視装置が装備され、応急処置拡大９項目中７項目の実施体制と

なる。（心電図電送を除く） 

平成 7 年 2 月 広島町消防団が優良消防団として（財）日本消防協会より表彰旗を受章。 

平成 7 年 3 月 大曲水槽車を更新。 

平成 7 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会に第３分団が出場し好成績を収めた。 

平成 8 年 3 月 消防署の消防ポンプ自動車を水槽付消防ポンプ自動車に更新。 

平成 8 年 6 月 消防団に初めて女性消防団員 10 名を採用。 

平成 8 年 6 月 北海道消防防災ヘリコプター応援協定を結んだ。 
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平成 8 年 8 月 全国消防救助技術大会（札幌市）に初参加。 

平成 8 年 9 月 市制施行により北広島市消防本部及び消防署と名称変更。 

平成 8 年 10 月 消防職員委員会が発足。 

平成 9 年 2 月 消防署の救急車を高規格救急車に更新。 

平成 9 年 9 月 消防本部の連絡車を更新。 

平成 10 年 9 月 指揮車を更新。 

平成 11 年 5 月 輪厚地区に幼年消防クラブを結成。（輪厚保育園） 

平成 11 年 6 月 大曲婦人防火クラブが北海道消防協会表彰を受章。 

平成 12 年 3 月 第１分団の小型動力ポンプ付積載車（４WD）を更新。 

平成 12 年 8 月 有珠山噴火災害の応援出動に対し、消防庁長官褒状を授与。 

平成 13 年 3 月 第１分団詰所を改築。 

平成 13 年 3 月 北広島市消防団が消防庁長官より竿頭綬を受章。 

平成 13 年 7 月 消防署の水槽付消防ポンプ自動車を化学消防ポンプ自動車に更新、はしご付消防自

動車（38ｍ級）を更新。 

平成 13 年 8 月 札幌圏防災関係機関合同訓練を実施。（大曲工業団地） 

平成 13 年 8 月 有珠山噴火災害の応援出動に対し、北海道知事より表彰。 

平成 14 年 3 月 消防本部・消防署の増築庁舎が完成。 

平成 14 年 6 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当市で開催。 

平成 15 年 3 月 消防緊急通信指令施設（ Ⅱ 型 ）を導入、運用を開始。 

平成 15 年 11 月 大曲出張所の救急車を高規格救急車に更新。 

平成 15 年 12 月 苫小牧石油タンク火災の応援出動に対し、北海道知事より表彰。 

平成 17 年 11 月 挿管救命士運用開始。 

平成 17 年 12 月 消防署の高規格救急車を更新。 

平成 18 年 9 月 薬剤投与認定救命士運用開始。 

平成 19 年 4 月 非常時の災害復旧の拠点として北広島市防災センターが共栄 586 番地 10 に設置。 

平成 20 年 3 月 消防本部の広報車を調査車として更新。 

平成 21 年 3 月 消防署の救助工作車を更新。 

平成 22 年 9 月 北海道・東北ブロック婦人防火クラブ連絡協議会に出席。（２名） 

平成 23 年 3 月 東日本大震災に緊急消防援助隊を派遣し、感謝状を授与。(13 日間 2 隊 8 名) 

平成 23 年 3 月 消防本部の指揮車を更新し、使用していた車両を連絡車として運用開始。 

平成 23 年 10 月 大曲出張所の高規格救急車を更新。 

平成 24 年 3 月 消防本部に資機材搬送車を導入し、小型ポンプ付水槽車を更新。 

平成 24 年 6 月 西の里地区に婦人防火クラブを結成。 

平成 25 年 2 月 大曲出張所の水槽付消防ポンプ自動車を本市初のＣＡＦＳ装置を搭載した水槽付消

防ポンプ自動車に更新。 

平成 26 年 1 月 消防署の高規格救急車を更新。 

平成 26 年 3 月 消防救急デジタル無線を石狩振興局管内の６消防本部で共同整備し、運用を開始。 

平成 26 年 3 月 高機能消防指令システム（離島型）を更新整備し、運用を開始。 
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平成 26 年 8 月 大曲地区の人口増加や大型商業施設の進出に伴い、大曲出張所（第３分団詰所併

設）を移転し運用を開始。 

平成 26 年 8 月 処置拡大２行為認定救命士運用開始。 

平成 27 年 2 月 西の里出張所の水槽付消防ポンプ自動車をＣＡＦＳ装置を搭載した水槽付消防ポン

プ自動車に更新。 

平成 27 年 12 月 第３分団の消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載車に更新。 

平成 28 年 4 月 公益財団法人北海道消防協会札幌地方支部内消防団相互応援協定を締結。 

平成 28 年 11 月 北広島市消防団が北海道知事より優良消防団表彰旗を受章。 

平成 28 年 11 月 北広島団地地区に幼年消防クラブを結成。（北広島かおり幼稚園） 

平成 28 年 12 月 第１分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 29 年 10 月 北広島団地地区に幼年消防クラブを結成。（認定こども園北広島わかば幼稚園） 

平成 29 年 12 月 第４分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 30 年 3 月 北広島市消防本部・消防団が消防庁長官より消防功労者表彰旗を受章。 

平成 30 年 11 月 第２分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 31 年 2 月 大曲出張所の高規格救急車を更新。 

平成 31 年 4 月 消防本部に初めて女性職員を採用。 

平成 31 年 4 月 夕張市石炭博物館火災消防隊を派遣。(2 隊 4 名) 

令和元年 6 月 夜間急病センターが移設。 

令和元年 10 月 石屋製菓株式会社より法被 110 着が寄贈された。 
令和 2 年 3 月 西の里婦人防火クラブが解散した。 

令和 2 年 3 月 西の里地区に幼年消防クラブを結成。（認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園） 

令和 3 年 10 月 高規格救急車の寄贈を受け、本署の救急車を更新。 

令和 3 年 12 月 指導救命士運用開始。 

令和 4 年 5 月 ２台目となる高規格救急車の寄贈を受け、大曲の救急車を更新。 

令和 5 年 2 月 ３台目となる高規格救急車の寄贈を受け、本署の救急車を更新。 

令和 5 年 10 月 星槎道都大学と連携して住宅用火災警報器普及啓発キャラクター「しろ太」を作成。 

令和 5 年 12 月 寄贈を受け、本署の指揮車を更新。使用していた車両を本部の調査車として更新。 

令和 6 年 4 月 消防本部の連絡車を廃止。後方支援車（「緊急消防援助隊」の登録車両）を配置。 

令和 6 年 9 月 環境開発工業株式会社より寄贈を受け、住宅用火災警報器普及啓発キャラクター

「しろ太」の着ぐるみを作成。 

令和 6 年 9 月 北広島市防災食育センターを設置。防災対応離着陸場を整備。 

令和 7 年 3 月 消防署の化学車を更新。 

令和 7 年 9 月 札幌圏消防指令センターの運用を開始。 
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過去の主な災害記録 
明治 31 年 9 月 7 日 中の沢に水害が発生した。 

大正 3 年 8 月～9 月 中の沢地区に水害が発生し、水 10 尺余、被害面積 300 町歩余、被害総額

3,434 千円。 

昭和 14 年 3 月 28 日 児童福祉施設天使の園が全焼 197 坪を焼失した。原因は失火。 

昭和 15 年 4 月 13 日 北の里４戸 10 棟全焼。 

昭和 15 年 4 月 24 日 広島市街の大火。16 戸 28 棟焼失し近隣の消防の応援を受けた。原因は不明。 

昭和 21 年 4 月 中の沢地区に水害が発生した。604 町歩が冠水し、被害総額 6,030 千円。 

昭和 23 年 4 月 7 日 吉本宅及び杉山宅の２戸１棟が全焼し、22.5 坪が焼失した。 

昭和 25 年 8 月 1 日 

～3 日 

開村以来の水害。降雨量 300 ㎜を超え、広島市街及び中の沢地区にかけ被害が

発生し、家屋流失、半壊 13 棟等で被害総額 31,877 千円。  

昭和 27 年 7 月 2 日 富ヶ岡学園の寮舎 454 坪のうち 210 坪が焼失した。恵庭・島松消防、警察予備

隊の応援を受けた。 

昭和 29 年 9 月 26 日 台風 15 号で死者１名、建物全半壊 340 棟、農林等被害総額 66,300 千円。 

昭和 30 年 12 月 光顕寺本堂 100 坪が全焼した。原因はロウソク。 

昭和 34 年 9 月 中の沢地区と各河川流域で水害が発生した。被害面積 500 町歩、特に土木農林

施設に被害が多く、被害総額は 9,037 千円。 

昭和 37 年 8 月 台風第９号及び第 10 号の影響により中の沢地区が冠水した。 

昭和 39 年 6 月 集中豪雨により中の沢地区が冠水した。 

昭和 40 年 9 月 台風第 23 号の影響により中の沢地区が冠水した。 

昭和 43 年 5 月 十勝沖地震により全村に被害があり、特に集合煙突の倒壊が目立った。震度は

4.5 から５と推定される。 

昭和 50 年 8 月 22 日 

～23 日 

台風第６号の影響により水害が発生し、輪厚川及び千歳川が氾濫した。被害面

積 506 ヘクタール、被害総額 192,229 千円。 

昭和 56 年 8 月 3 日

～23 日 

約３週間に渡り、台風第 15 号及び第 23 号の影響と雨の影響で島松川及び輪厚

川の堤防が決壊。人命救助・財産保全活動中に消防団第１分団団員が殉職した。 

昭和 59 年 6 月 2 日 大曲にある病院の職員送迎バスが野津幌川に転落し、看護婦ら 36 名が重軽症

を負った。 

昭和 62 年 8 月 25 日

～26 日 

台風第 12 号の影響で豪雨（298mm）があり、土木及び農業施設に被害が発生し

た。被害総額 162,133 千円。 

平成 2 年 10 月 7 日 町立の中学校で火災が発生し、校舎 137 平方メートルが焼失した。被害総額

21,100 千円。 

平成 3 年 8 月 9 日 南の里酪農家の牧草収納庫から出火、牛舎、物置等４棟が全焼した。被害総額

53,062 千円。 

平成 5 年 9 月 13 日 大曲工業団地で倉庫の全焼火災があり、鎮火まで約 10 時間を要した。被害総

額 420,150 千円。 
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平成 16 年 9 月 8 日 台風第 18 号の影響により突風で飛ばされるなど４名の市民が重軽症を負う。

また野菜の倒伏、街路樹の倒木等の被害が発生した。被害総額 140,247 千円。 

平成 30 年 9 月 5 日 台風第 21 号の影響による倒木撤去作業中に２名の市職員が重軽症を負う。ま

た、屋根の飛散、物置の倒壊、街路樹の倒木等の被害が発生した。 

平成 30 年 9 月 6 日 北海道胆振東部地震により、市内において震度５弱を観測、７名の市民が重軽

症を負う。また、市内全域で停電が発生、住家被害は 293 棟に及んだ。 

令和 4 年 9 月 30 日 東部地区にある共同住宅の火災により、男女２名が死亡した。 
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組 織 及 び 事 務 分 掌

市
長

消 防 長

消防本部

次 長

総務課

次長事務取扱

予防課

課 長

総務担当主査

消防団担当主査

ス
タ
ッ
フ

指導担当主査

予防設備担当主査 ス
タ
ッ
フ

消防署

署 長

消防課

課 長

大曲出張所

所 長

西の里出張所

所 長

消防1担当主査

防火推進1担当主査

消防2担当主査

防火推進2担当主査

消防1担当主査

防火推進1担当主査

消防2担当主査

防火推進2担当主査

ス
タ
ッ
フ

ス
タ
ッ
フ

人事、経理、福利厚生、事務改善、

財産・物品の管理、表彰、消防団

建築確認の同意、消防用設備の設置指導・検査、

火災予防、火災の原因調査、危険物設置許可・

完成検査、違反処理、特定・重大違反対象物の

指導・違反処理、防火対象物への立入検査、防

火組織の育成・指導、危険物安全協会、火災予

防の指導

消防計画、応援協定、消防機械器具の整

備、消防水利の整備、消防通信の運用、

消防隊・救急隊・救助隊などの出動指令

火災などの警戒・防御、消防訓練、

消防水利の維持・管理、救助活動、

救助訓練、中高層建築物の救助計画

火災などの警戒・防御、消防訓練、

消防水利の維持・管理、火災予防の

指導・相談、防火対象物への立入検

査

火災などの警戒・防御、消防訓練、

消防水利の維持・管理、火災予防の

指導・相談、防火対象物への立入検

査

火災及び風水害の防御、防火思想の

普及、消防機械器具の点検

本 部

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

東部・北広島団地地区

西 部 地 区

大 曲 地 区

西 の 里 地 区

消防団

団 長

警防課

課 長

警防担当主査

消防1担当主査

救助1担当主査

ス
タ
ッ
フ消防課

１主幹
消防2担当主査

救助2担当主査

ス
タ
ッ
フ

救急課

課 長
救急1担当主査

指令1担当主査

指令2担当主査

救急2担当主査

ス
タ
ッ
フ

患者などの搬送、救急業務の広報・

統計・研究、救急業務の教育・指導、

応急処置の普及・啓発、搬送事業の

認定、救急業務の企画・立案、救急

関係機関との連絡調整、救急体制強

化

保安担当主査

ス
タ
ッ
フ

救急指導1担当主査

救急指導2担当主査

救急課

主 幹

消防課

２主幹

指揮担当主査

ス
タ
ッ
フ

防火推進課

課 長

防火推進1担当主査

防火推進2担当主査

ス
タ
ッ
フ

火災などの指揮・警戒・防御、火災

予防の指導・相談、防火訪問、防火

対象物の立入検査
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155,406,024 0.31前年度比 1,636,694,358 19,489,827 133,165,327 290,185 2,460,685

984,808,352 3.10

6 33,372,073,536 807,799,706 298,539,628 18,384,319 15,490,723 1,140,214,376 3.42

5 31,735,379,178 788,309,879 165,374,301 18,094,134 13,030,038

区分

年度

一
般
会
計

消 防 分
一般会計
の比率
(％)

職
員
費

常

備

非

常

備

施

設

合

計

　決　　　　　算

単位：円

4.05 24,565 48,583

前年度比 5,552,314 26,508 244,998 641 1,614 273,761

39,124

7 34,124,528 812,483 531,960 18,136 21,003 1,383,582

0.17 5,012 9,459

6 28,572,214 785,975 286,962 17,495 19,389 1,109,821 3.88 19,554

単位：千円

区分

年度

一
般
会
計

消 防 分
一般会計
の比率
(％)

市民１人
当り(円)

１世帯当
り(円)職

員
費

常

備

非

常

備

施

設

合

計

　当　初　予　算

面　積 1.14㎢ 1.05㎢ 5.95㎢

人　口 541.57人 498.43人 2,816.15人

消 防 力 と 消 防 予 算 の 状 況

（令和７年４月１日現在）

　消防力と人口比較

消防職員１人当り 消防団員１人当り 消防自動車等１台当り

世　帯 273.84世帯 252.03世帯 1,423.95世帯
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前 年 増 減

6 1 7 9 ▲ 2

1 10 10 8 1 30 22 8

1 12 4 17 24 ▲ 7

4 14 1 19 19 0

8 25 33 28 5

0 3 ▲ 3

1 11 26 40 26 2 106 105 1

※再任用職員を含む。

60歳以上

50歳～59歳

男性
42.02
女性
27.00

男性
24.83
女性
24.50

43.5059.00

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

20歳未満

合　　　 　計

平　均　年　齢

全体

40.06
男性40.67
女性24.75

52.63 46.34

全体

40.00
男性40.43
女性25.33

職　員　状　況

（令和７年４月１日現在）

職員数・年齢

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
士

そ
の
他

合
　
計

前　年　比

年齢別

階 級
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教 育 等 派 遣 状 況

令2 令3 令4 令5 令6 令7

職

員

消防大学校

新 任 消 防 長 研 修 1

警 防 科

幹 部 科 1

北

海

道

消

防

学

校

初 任 教 育 4 4 7 7 3 6

救 急 科 1

1

専

科

教

育

警 防 科 1

1

危 険 物 科 2

予 防 査 察 科

火 災 調 査 科 1 1 1 1

救 助 科 1 1

救 急 科 4 2 2 2

1 1

都 市 型 救 助 課 程

気 管 挿 管 講 習 1 1

は し ご 自 動 車 運 用 課 程

気 管 挿 管 再 認 定 講 習 2 2 3 3 2 6(講師2名)

広 域 応 援 指 揮 過 程 1

特

別

教

育

薬 剤 投 与 講 習 1

ド ロ ー ン 講 習

札幌市消防学校　現場指揮研修

ビ デ オ 硬 性 喉 頭 鏡 講 習 1 1 1 2

2

団

員

道
消
防
学
校

基 礎 教 育 課 程

女 性 教 育 1

幹 部 教 育 課 程 1 1 1 1

そ
の
他

現 地 教 育 訓 練 10 17

14合　　　計 8 22 20 17 31

課 程
年 度

課 程
年 度

課 程
年 度

課 程
年 度
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　職 員 資 格 取 得 状 況
(令和７年１２月３１日現在）

司

令

長

司

令

司

令

補

士

長

消

防

士

そ

の

他

合
　
計

(103)(1) (11) (26) (41) (22) (2)

運

転

免

許

大 型 １ 種 1 11 26 35 5

1

1

78

中　　　型 1 1

1

準　中　型 1 1

　中　 型 (8t)

5

普通自動車 3 17 20

準　中　型 (5t) 4

1 44

救　急　資　格

Ⅱ 課 程 1 1 1 4 1

車両系建設機械運転資格 4 21 17 1

8

標準・救急科 8 16 25 49

36

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 1 10 20 30 1 62

救 急 救 命 士 2 9 13 12

63

ガ ス 溶 接 技 能 1 4 10 19 1 35

玉 掛 技 能 1 10 18 32 2

1 25

酸素欠乏危険作業主任者 硫化水素 3 10 7

酸素欠乏危険作業主任者 酸素欠乏 4 11 9

20

小型船舶操縦士（限定２級以上） 3 7 12 22

危 険 物 取 扱 者

甲 種 1 3

乙種３類 1

4

乙種１類 1 1

乙種２類 1 1

1 2

乙種４類 1 7 17 15 2 1 43

乙種５類 1 1

2

丙 種 1 1 2

乙種６類 1 1

甲種１類 1

甲種特類 1

1

1

1

1

甲種３類 1

甲種２類 1

2

甲種５類 1 1

甲種４類 1 1

2

乙種２類 1 1

乙種１類 1 1

1

乙種６類 1 2 1 4

乙種４類 1

1

陸上特殊無線無線技士

１ 級 1

乙種７類 1

消 防 設 備 士

70３ 級 1 4 20 26 19

1

２ 級 2 5 7

階 級

（人）
資 格
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　庁　　舎

建築面積 延べ面積

2,994.96 1,051.88 2,224.51

2,775.00 486.94 886.44

1,398.02 458.16 466.98

389.76 92.15 180.26

823.96 120.00 120.00

　消防水利

前　年 増　減

東 部 地 区 168 0 168 22 190 190 0

北 広 島 団 地 125 1 126 9 135 134 1

西 部 地 区 46 0 46 13 59 59 0

大 曲 地 区 162 0 162 30 192 192 0

西 の 里 地 区 42 1 43 13 56 56 0

合    計 543 2 545 87 632 631 1

消火栓
（双口）

合  計
前　　年　　比

鉄筋コンクリート（2階建）

輪厚中央4丁目14番地3

コンクリートブロック（平屋建） 昭和56年10月

構　　　造 竣　　工

所　在　地
面積（㎡）

第 １ 分 団

共栄町1丁目1番地1

鉄筋コンクリート(2階建） 平成13年2月

北進町1丁目3番地1

鉄筋コンクリート一部コンクリートブロッ
ク(平屋一部2階建）

平成5年12月

大曲2番地8

消 防 施 設 の 状 況

敷地面積

消火栓
（単口）

防火水槽
消火栓
（合計）

昭和49年12月
(平成14年3月増築)

消 防 本 部
消 防 署

鉄筋コンクリート（3階建）

名　称

大 曲 出 張 所
第 ３ 分 団
（ 併 置 ） 平成26年8月

西の里出張所
第 ４ 分 団
（ 併 置 ）

西の里東1丁目4番地20

第 ２ 分 団

（令和７年１２月３１日現在）

種別

地区
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車 名

型 式

 トヨタ

 3BF-TRH226S

 トヨタ

 LDF-KDH 206K

 三菱

 3DA-CV1W

 日　野

2KG-GX2ABA

小 型 ポ ン プ 付  日　野

水 槽 車 LDG-FR1APBAｶｲ

 日　野

 BDG-FH1ALXAｶｲ

は し ご 付  日　野

消 防 自 動 車  KL-PR4FPHF

 トヨタ

CBF-TRH226K

 トヨタ

 3BF-TRH226S

 トヨタ

 3BF-TRH226S

 日　野

QKG-FH1AHAAｶｲ

化学消防ポンプ  日　野

自 動 車  KL-FH2PHGA改

 トヨタ

 3BF-TRH226S

 日　野

LDG‐FE7JJAA

 日　産

 CBF-CS8E26改

 いすゞ 4WD

TPG-NHS85AN

 トヨタ

 KK-XZU372

 いすゞ 4WD

TPG-NHS85AN

 いすゞ 4WD

TPG-NHS85AN

 いすゞ 4WD

TPG-NHS85AN

大
曲
出
張
所

（令和７年１２月３１日現在）

高 規 格 救 急 車 Ｒ3年10月 2.69

４ＷＤ、ＡＴ2.69Ｒ 5 年 2 月

４ＷＤ、ＡＴ

高 規 格 救 急 車 Ｒ 4 年 5 月 2.69 ４ＷＤ、ＡＴ

水Ⅱ5.12

４ＷＤ、ＡＴ　

ＡＴ

Ｈ13年6月

Ｒ 3 年 1 月水槽付ポンプ車

資 機 材 搬 送 車 Ｈ24年3月 2.69

20.78

Ｈ21年3月

４ＷＤ、ＡＴ　

指 揮 車 Ｒ5年12月 2.69

救 助 工 作 車

消 防 車 両 の 状 況

種   　　 別 取得年月日
排気量
（ℓ）

型式等
ポンプ
級　別

水容量
（ℓ）

性　能　等

薬液500ℓ2,500

４ＷＤ、ＡＴ

４ＷＤ、ＡＴ

2,000 ＣＡＦＳ、ＡＴ

Ｈ24年3月 8.86

38ｍ級、ＡＴ

Ⅱ
小型P
B-3

9,000 ＡＴ

A-2

ＣＡＦＳ、ＡＴ

本
 
部

5.12 水Ⅱ A-2

8.86 Ⅱ
消
　
防
　
署

調 査 車 Ｈ23年3月 2.98

水槽付ポンプ車 Ｈ25年2月 8.86 水Ⅱ

後 方 支 援 車 Ｒ 6 年 3 月 2.27

積 載 車 Ｈ28年11月 2.99

高 規 格 救 急 車

A-2 3,000

高 規 格 救 急 車 Ｈ31年2月

Ｒ 7 年 2 月

小型ポンプ(B-
3)積載

第
４

分
団 積 載 車 Ｈ29年11月 2.99

小型ポンプ(B-
3)積載

ポ ン プ 車

第

１

分

団

第
２

分
団 積 載 車 Ｈ30年11月 2.99

小型ポンプ(B-
3)積載

第
３

分
団 積 載 車 Ｈ27年12月 2.99

小型ポンプ(B-
3)積載

西
の
里

出
張
所

水槽付ポンプ車

2.48

6.40 水Ⅱ A-2 3,000

Ｈ12年3月 4.61 B-2
小型ポンプ(B-
2)積載

ＣＡＦＳ、ＡＴＨ27年2月

４ＷＤ、ＡＴ
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前 年 増 減

本　部 1 2 1 2 9 15 15 0 15

第1分団 1 1 2 7 22 33 30 3 35

第2分団 1 1 1 5 14 22 23 ▲ 1 25

第3分団 1 1 1 4 10 17 17 0 20

第4分団 1 1 1 5 17 25 24 1 25

合　 計 1 2 4 4 6 23 72 112 109 3 120

前 年 増 減

1 2 2 1 3 5 6 20 18 2

1 3 3 10 22 39 40 ▲ 1

1 6 32 39 40 ▲ 1

2 10 12 10 2

2 2 1 1

0 0 0

1 2 4 4 6 23 72 112 109 3

　団　員　年　齢

全体

50.8
男性50.71
女性51.27

全体

50.65
男性50.57
女性51.05

72 69.5 60 58.75

男性
57

女性
61.5

男性
51.76
女性
58

30歳～39歳

20歳～29歳

20歳未満

合　　　 　計

男性
47.84
女性
48.86

平　均　年　齢

班
　
長

団
　
員

合
　
計

前　年　比

60歳以上

50歳～59歳

団
　
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

40歳～49歳

団　員　状　況

（令和７年４月１日現在）

団
　
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

班
　
長

団
　
員

合
　
計

前　年　比

定 員

 団　員　数

階級

組織

階 級

年齢別
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40年  以上

35年～39年

30年～34年

25年～29年

20年～24年

15年～19年

10年～14年

 5年～ 9年

5年　未満

合 計

勤 続 平 均

農  業 サービス業 合 計

本 部 1 3 15

第 1 分 団 2 11 33

第 2 分 団 7 5 22

第 3 分 団 5 17

第 4 分 団 2 5 25

合 計 12 29 11221 7 3 12

4 5 15

16 1

4

6

4 2

3 1 31

4

112

33.5 11.16

2 4

19.25

4

24.5

6

17.25

72

9.17

23

12.71

25

28

4 21

28

15

28

1 2

2

4

14

6

12

2

4

8

3

2 11

1

2

1

1

1

1

団 員 勤 続 年 数・職 業 別 状 況

団 員 勤 続 年 数

（令和７年４月１日現在）

団　長 副団長 合　計副分団長 部　長 班 長 団 員分団長

11

3

2

2

2

2

23

1

団 員 職 業 別

建設業

2

2

2

金融業

1

小売業 製造業 公務員 その他運輸通信

8 1 2

2 3

階級
年数

区分
組織
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警　防　関　係
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（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ） ( ) （ ） （ ）

※　（　）内数字は他の市町村へ応援した出動件数の内数を示す。

▲ 22 423.6

4 6 4 5 4 ▲ 1 4.6
合 計 出 動 数

411 500 439 395 373

0

0 0 0 0 0 0 0

※　火災出動は非火災出動を含む。

0 0

水 防 出 動
0 0 0 0 0

2 305

2 5 0 2 4 2 2.6
危険排除出動

289 368 306 280 282

0

8

火 災 出 動
28 25 27 23 21 ▲ 2

12.6
調 査 出 動

13 11 21 5 13

1 1 1 0

0 0 0 0 0

24.8

▲ 1 0.6

1.4

警 戒 出 動
81 96 85 87 57 ▲ 30 81.2

0

2 0 3 2 0 ▲ 2

　過去５年の出動件数

年別
令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 前年比

39 32 25 25 25 373

平均
区分

0 0

合 計 出 動 数 37 24 42 35 34 24 31

0 0 0 0 0 0

395 ▲ 22

水 防 出 動 0 0 0 0 0 0 0

31

5 8

危険排除出動 33 23 32 30 31 16 22

2 3 1 0 2 13

280 219 18 12 15 282

調 査 出 動 1 0 1 0 0 3 0

4

23 ▲ 2

警 戒 出 動 3 1 8 3 2 2 5

2 0 3 3 2 21

87 ▲ 3010 3 10 6 57

火 災 出 動
（非火災含む）

0 0 1 2 1 3 4

9

　月別出動状況

月別
1 2 3 4 5 6 7 8 増減

区分
10 11 12 合計 前年
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令和7年12月31日現在

１　応援出動状況

出動隊数

(支援隊含)

恵庭（1件）

恵庭市（9件）

長沼町（3件）

江別市（1件）

恵庭市（10件）

長沼町（3件）

江別市（1件）

２　受援状況

出動隊数

(支援隊含)

恵庭市（7件）

札幌市（1件）

恵庭市（1件）

恵庭市（8件）

札幌市（1件）

その他 1 4 11 1

　　北海道広域消防相互応援協定に基づく出動状況

件数 隊員数 搬送人員 応援先

火災出動

救助出動 1 1 3

救急出動 13 17 53 11

計 14 18 56 11

件数 出場人員 搬送人員 要請先

火災出動

救助出動

救急出動 8 9 27 5

その他

計 9 13 38 6

分類

種別

種別

分類

- 23 -
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救　急　関　係
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令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

不搬送件数 352 504 647 643 568

搬送人員 1,841 2,032 2,308 2,213 2,421

令和７年の救急出動件数は2,973件、搬送人員は2,421人で、前年に比べ出動
件数については122件増加しました。また、１日の平均出動件数は８件で、市
民の23人に１人が救急車を利用したこととなります。
出動状況等、その他救急に関するデータは以下のとおりです。

1　過去5年の救急出動

出動件数 2,182 2,519 2,938 2,851 2,973

出動件数 1,589 1,246 125 13 2,973

2　車両別救急出動

署救急隊 大曲救急隊 非常用救急隊 予備救急隊 合計

不搬送件数 285 262 19 2 568

搬送人員 1,310 992 108 11 2,421

出動件数 965 687 769 193 326

３　地区別救急出動

東部地区 団地地区 大曲地区 西部地区 西の里地区

不搬送件数 173 133 135 50 64

搬送人員 800 553 635 149 263

出動件数 21 12 133

※東部地区(共栄・共栄町・東共栄・美咲き野・朝日町・中央・美沢・
　　　　　　　　稲穂町西東・新富町西東・中の沢・南の里・北の里・東の里、Fビレッジ)

※団地地区(北進町・輝美町・広葉町・栄町・青葉町・若葉町・南町・
　　　　　　　　白樺町・松葉町・山手町・緑陽町・泉町・高台町・里見町)

高速道路 管轄外 Fビレッジ

不搬送件数 9 4 17

搬送人員 12 9 116

隊別

出動状況

地区

出動状況

出動状況

地区
出動状況

年
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４　月別救急出動

出動
件数

搬送
人員

火災
自然災
害

水難 交通 労災

1月 281 222 0 0 0

その
他

運動
競技

一般
負傷

加害 自損 急病 転院

2月 189 145 0 0 0

195 14 07 1 1 60 0 3

161 0 0 0

117 11 014 1 0 45 0 1

4月 213 171 1 0 0

129 11 117 2 1 54 0 23月 217

214 1 0 0

138 13 39 3 1 44 0 1

6月 224 185 3 0 0

164 17 12 2 0 63 0 05月 250

226 3 0 0

153 11 010 3 2 41 0 1

8月 280 242 2 0 0

183 20 216 4 1 53 0 07月 282

214 0 0 0

193 14 118 6 1 41 1 3

10月 271 220 1 0 0

140 21 212 3 2 66 0 39月 249

196 2 0 0

192 14 58 5 0 45 0 1

12月 268 225 2 0 0

167 17 36 5 1 45 1 211月 249

2 19合計 2,973 2,421 15 0 0

163 11 316 8 2 61 0 2

※その他：産婦人科事案、非火災など

５　曜日別救急出動

出動
件数

搬送
人員

火災
自然災
害

水難

1,934 174 21135 43 12 618

364 4 0 0

急病 転院
その
他

交通 労災
運動
競技

一般
負傷

加害 自損

火 409 336 0 0 0

275 26 224 10 0 100 1 1月 443

336 2 0 0

267 40 219 8 1 68 0 4

木 404 339 2 0 0

285 15 319 9 2 82 0 1水 418

349 2 0 0

258 30 118 5 0 88 0 2

土 466 374 4 0 0

274 28 322 4 1 91 0 4金 429

1 2日 404 323 1 0 0

289 16 723 6 2 114 0 5

６　時間帯別救急出動

出動
件数

搬送
人員

火災
自然災
害

水難 交通 労災

286 19 310 1 6 75

0～2 115 94 1 0 0

その
他

運動
競技

一般
負傷

加害 自損 急病 転院

79 1 0 0

88 4 02 0 0 19 0 1

4～6 128 94 2 0 0

84 4 01 0 0 14 1 12～4 106

156 2 0 0

104 0 15 1 0 11 0 4

8～10 340 301 2 0 0

149 1 49 1 0 41 0 06～8 207

308 2 0 0

208 12 217 10 1 86 0 2

12～14 371 326 1 0 0

214 38 017 8 4 78 0 310～12 364

283 2 0 0

223 33 216 4 3 84 0 5

16～18 326 259 2 0 0

187 32 714 9 1 76 0 114～16 329

258 0 0 0

193 24 328 6 2 67 1 0

20～22 193 149 0 0 0

230 13 19 4 1 67 0 118～20 326

0 022～24 168 114 0 0 0

133 6 110 0 0 42 0 1

121 7 07 0 0 33

月
種別

曜日

時間帯

種別

種別
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※新生児：生後28日未満 ※成   人：18歳以上～65歳未満
※乳幼児：生後28日以上～7歳未満 ※高齢者：65歳以上
※少　 年：7歳以上～18歳未満

※死   亡：初診時に死亡確認となったもの ※中等症：入院が必要で重症未満のもの
※重   症：3週間以上の入院が必要なもの ※軽   症：入院を必要としないもの

※消防入電から救急隊現場到着までの時間

※消防入電から医療機関に収容するまでの時間

７　年齢別搬送人員

火災
自然
災害

水難 交通 労災
運動
競技

一般
負傷

新生児 0 0 0 0 0

加害 自損 急病 合計転院

16

20 0 0 0 2 0

4

少年 0 0 0 3 0

0 0 47 68乳幼児 0 0 0 1 0 0

97

768 16 0 0 45 4

44

高齢者 1 0 0 25 9

0 9 464 726成人 1 0 0 76 32 3

41 11 528

1,5490 399 1 2 992 120

172

８　程度別搬送人員

火災
自然
災害

水難 交通 労災
運動
競技

一般
負傷

1 11 1,550 2,421合計 2 0 0 105

死亡 0 0 0 1 2

加害 自損 急病 転院 合計

0 45

600 3 0 2 52 0

中等症 1 0 0 23 12

0 0 65 11 124重症 0 0 0 2 1

26 11 281

1,1690 199 0 7 789 138

11 1,550 172合計 2 0 0 105 41

1 2 644 23 1,068軽症 1 0 0 79

3分未満
3分以上～
5分未満

5分以上～
10分未満

10分以上～
20分未満

20分以上 平均所要時間

９　現場到着所要時間

（件） (分)

2,42111 528 1

9 98 1,783 1,037 46 9.8件数

１０　医療機関収容所要時間

（件） (分)

0 269 1,830

平均所要時間10分未満
10分以上～
30分未満

30分以上～
60分未満

60分以上～
120分未満

120分以上

315 7 45.0件数

年齢

程度

種別

種別
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※ヘリ搬送：ドクターヘリにて搬送
※陸　　 送：救急隊からキャンセルまたは医師の判断により救急車にて搬送
※不搬送：死亡等により搬送なし

管内 150 12 99 7 268

１１　管内・管外別搬送状況

急病 交通 一般負傷 その他 合計

管外 1,400 93 429 231 2,153

１2　ドクターヘリ関連事案

合計 1,550 105 528 238 2,421

ヘリ搬送 2 1 2 0 5

急病 交通 一般負傷 その他 合計

不搬送 0 0 0 0 0

陸送 0 0 3 0 3

１３　応急手当普及啓発活動の実施状況

合計 2 1 5 0 8

令和7年

回数 受講人数
講習内容

普通救命講習Ⅲ 9 66

普通救命講習Ⅱ 0 0

普通救命講習Ⅰ 66 1,093 応急手当の知識と技術に関する講習

心停止者に対し一定頻度対応する者を対象とした講習

一般講習 27 466

上級救命講習 1 7

新生児・乳幼児に対する応急手当の知識・技術に関する講習

Ⅰ～Ⅲに、固定や熱傷手当などの応急手当を加えた講習

合計 121 2,083

その他の救命講習 0 0

救命入門コース 18 451

心肺蘇生法とAED使用に関する実技の講習

心肺蘇生法に特化した基礎的な知識と技術に関する講習

患者搬送事業や指導員に対する講習

※講習によって所要時間は異なる。

搬送先

搬送法

講習会名

実施状況

種別

種別

管内

10%

管外

90%

急病

管内

19%

管外

81%

一般負傷

管内 

11%

 管外

89%

交通

管内

11%

管外

89%

合計
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急病 交通 一般負傷 その他 合計

１４　救急隊員の行った応急処置件数

固定 11 27 100 23 161

止血 13 6 54 8 81

心肺蘇生 43 0 2 2 47

人工呼吸 19 0 1 1 21

気道確保 64 1 3 7 75

酸素吸入 302 4 19 64 389

被覆 2 11 90 7 110

保温 13 1 2 1 17

除細動 10 0 1 1 12

在宅療法継続 6 0 0 0 6

薬剤投与 36 2 1 3 42

静脈路確保 57 2 2 3 64

血圧測定 1,489 103 509 243 2,344

その他の応急処置 1,527 97 514 242 2,380

血中酸素飽和度の測定 1,547 103 522 248 2,420

心音等の聴取(聴診器) 614 56 68 62 800

血糖測定 41 0 1 2 44

心電図測定 819 33 103 76 1,031

ブドウ糖投与 7 0 0 0 7

エピペン投与 0 0 0 0 0

処置 種別
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火　災　関　係
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火　災　発　生　状　況

月別発生件数

建 物
13

車 両
2

その他
2

種別件数

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

建物 林野 車両 その他

（月）

（件）

令和7年中の火災発生件数は17件で、前年より2件増加しました。

火災の種別では、建物火災が13件で、林野火災が0件、車両火災2件、

その他火災2件となっています。

なお、火災による死者が1名、負傷者が2名発生しました。

17

(件)
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前 年 増 減

2 1 4 4 2 1 1 2 17 15 2

建　物 2 1 3 1 2 1 1 2 13 10 3

林　野

車　両 1 1 2 1 1

その他 2 2 4 ▲ 2

2 1 3 2 1 1 2 12 12

全　焼 2 1 3 3

半　焼 1 1 1

部分焼 1 1 1 3 3

ぼ  や 1 2 1 1 5 9 ▲ 4

爆　発

17 4 7 72 526 3 調査中 調査中 629 4 ▲403

住  宅 17 4 72 93 93

非住宅 7 526 3 調査中 調査中 536 4 ▲275

1 1 1 1 4 6 ▲ 2

全　損 1 1 2 ▲ 1

半　損

小　損 1 1 1 3 4 ▲ 1

3 5 2 1 11 15 ▲ 4

1 1 2 1 1

1 1 2 ▲ 1

7

火 災 件 数

（
件
）

5 6

（
世
　
帯
）

り 災 人員

負 傷 者 数

建物焼損棟数

建物焼損面積

（
㎡
）

（
棟
）

死  者  数

月　別　火　災　発　生　状　況

1 2 3 4 合計
前  年  比

9 10 11 128

林野焼損面積(a)

り災世帯数

区分

月別
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令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

建　　　物 11 7 10 10 13

林　　　野

車　　　両 1 2 4 1 2

そ　の　他 4 5 4 4 2

合　　　計 16 14 18 15 17

火災種別出火件数の推移

年別

種別

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

建 物 林 野 車 両 そ の 他（件）
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令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

出 火 件 数 16 14 18 15 17

損害額（千円） 29,203 68,315 67,185 88,989 51,117

出火件数・損害額の推移

年別

区分

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

出火件数 損害額（千円）（件） （千円）
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令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

1 1

5 2 4

1 2 1 1

1 1

1

1

1 1 1

6 1 5 5 5

3 12 5 6 7

16 14 18 15 17

た ば こ

こ ん ろ

　過去5年の原因別火災発生状況

時間別火災発生状況

焼 却 炉

ス ト ー ブ

配 線・ 器 具

た き 火

合 計

放火（疑い含）

火 遊 び

そ の 他

不明・調査中

年別
原因

1 1 1 1 1 1

4

2

1 1 1

2 2 2

3

1

2 2

1

2

0

1

2

3

4

5
令和6年 令和7年

（件）

（時）
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救　助　関　係
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　月別出動件数

　過去５年の出動状況

出動件数 56 85 71 79 61 ▲ 18件 70.4件

活動件数 38 56 37 48 35 ▲ 13件 42.8件

出動人員 770 1,084 874 1,021 836 ▲ 185人 917人

救助者数 23 49 27 32 35 3人 33人

令和6年 前年比 5年平均令和3年 令和4年 令和5年 令和7年

救　助　出　動　状　況

年別

区分

令和7年中の出動件数は61件であり、そ

のうち活動件数は35件となっております。

なお、令和7年に発生した要救助者数は35

名となっております。

出動件数を事故種別ごとに見ると、火災

による事故が1件、交通事故が21件、建物

による事故が24件、機械の事故が2件、そ

の他の事故が13件となっております。

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火災 交通 水難 自然 機械 建物 ガス 破裂 その他

東部
23

団地
19

大曲
7

西部
6

西の里
3

高速道路
2

管轄外
1

地区別発生状況

(月）

(件）

61

(件)
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予　防　関　係
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101

100

1,603

15

11

43

17

12

26

0

48

18

予　防　関　係　各　種　届　出　状　況

届　出 合 計

防火管理者選(解）任届

少量危険物タンク検査申請

火災とまぎらわしい行為の届

炉・ボイラー等届

消防計画作成（変更）届

露店等の開設届

煙火打上げ届

アセチレン･液化石油ガス届

少量危険物貯蔵取扱届

指定可燃物貯蔵取扱届

変電･発電･蓄電池設備届

消防用設備等点検結果報告書
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専 用 住 宅 2 1 3

併 用 住 宅

店 舗 2 2

工 場 4 1 5

事 務 所 7 1 8

飲 食 店 1 1

病 院

学 校

幼 稚 園

共 同 住 宅 20 1 21

複 合 用 途

ビ ル

倉 庫 3 2 1 1 7

ホ テ ル 1 1

下 宿 ･ 寮

福 祉 施 設 4 1 5

車 庫 2 2

そ の 他 2 1 3

50 4 6 2 62

 

消　防　同　意　処　理　状　況

新築 増築 計画変更 許可申請 その他 合　計

4

合　　 計

2

用
　
　
　
　
　
　
　
途
　
　
　
　
　
　
　
　
別

2

申

請
区分
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1 ロ 32

2 ロ 2

3 ロ 11

85

イ 7

ロ 571

(1) 病院（消火体制を有するものを除く） 2

(2) 有床診療所（4床以上） 1

(3) 病院、有床診療所（(1)(2)を除く） 3

(4) 無床診療所 21

(1) 高齢者施設（避難困難） 25

(5) 障害者施設（避難困難） 11

(1) 高齢者施設（避難困難を除く） 8

(3) 児童施設 33

(4) 障害児支援施設 2

(5) 障害者施設（避難困難を除く） 23

ニ 11

30

1

イ 2

ロ 銭　湯　等 1

29

イ 387

ロ 1

13 イ 76

370

399

イ 143

ロ 100

1

2,397

（棟ごとの件数とし、延べ床面積１５０㎡未満を除く）

重　要　文　化　財　・　史　跡　等

16

9

撮影スタジオ

工　場　･　作　業　場

合　　　　計

17

１項～５項イ・６項･９項イを含む複合用途

上記以外の複合用途

14

防　火　対　象　物　状　況

6

ハ

イ

12

ロ

公　会　堂　･　集　会　所

飲食店

百貨店･マーケット等4

上　記　以　外　の　事　業　場15

自動車車庫･駐車場

対　　　象　　　物　　　区　　　分

5

遊技場･ダンスホール

寄　宿　舎　･　共　同　住　宅

幼稚園･特別支援学校

8 図　書　館　等

合　計

倉　　　庫

学　校　･　専　門　学　校

ス　パ　ー　銭　湯　等

神　社　･　寺　院　･　教　会

7

旅館･ホテル･宿泊所

11
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東 部 地 区 5 25 12 5 54 42 5 15 24 187

北 広 島 団 地 2 13 2 7 24

西 部 地 区 4 5 21 77 20 4 131

大 曲 地 区 25 1 36 120 1 26 15 224

西 の 里 地 区 2 1 1 21 11 8 5 49

合 計 5 56 18 9 145 250 6 71 55 615

設 置 許 可 申 請 2 2 20 1 3 28

変 更 許 可 申 請 5 1 1 20 2 1 30

（設置）完成検査 2 1 20 1 24

（変更）完成検査 5 1 1 20 2 1 30

仮 使 用 承 認 申 請 1 1 2

譲 渡 引 渡 届 出 4 4

廃 止 届 出 1 3 27 1 1 33

完 成 検 査 前 検 査 16 16

予防規程制定認可 4 4

保安監督者選解任届出 4 16 3 23

仮貯蔵仮取扱承認申請 0

合 計 12 8 2 0 8 127 0 27 10 194

事
　
　
務
　
　
処
　
　
理
　
　
状
　
　
況

危　険　物　施　設　状　況

製

　
　
造

　
　
所

貯　　　　　　蔵　　　　　　所 取 扱 所 合

　
　
　
　
　
計

屋

　
　
　
　
内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

一

般

取

扱

所

地
　
区
　
別
　
設
　
置

地

下

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

　
　
　
　
外

給

油

取

扱

所
区 分

製造所等別

区 分

製造所等別
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合計 33 40 19 92

防火対象物訓練 275 142 60 477

その他該当メニュー

その他 0 0 0 0

講話・防火映画　

ミニ消防車

写真撮影

写生会

3講話・防火映画　

その他該当メニュー

防
火
教
室

組織･車両説明

11 2 4 17

庁舎・施設説明

防火広報 21 36 15 72

出
前
講
座

組織･車両説明

1 2 0

広　報　活　動　状　況

地区　
北広島団地・東部地区 大曲・西部地区 西の里地区 合　計

　区分

住宅用火災警報器

普及啓発キャラクター

「しろ太」
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北広島市消防本部シンボルマーク

災害を覚知してからの迅速な「行動
（スピード）」、活動における強い「腕
力･脚力」、そして再燃防止･火災原因を
研究する「目」。
これら３つの要素を兼ね備えたワシを

北広島市消防本部の象徴としている。
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